
高
野
悦
子
さ
ん
自
殺

日
本
海
の
山
陰
沖
に
浮
か
ぶ
離

島
、
隠
岐
の
島
に
や
っ
て
来
て
、
は

や
九
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
妻
が
同

じ
く
自
治
医
大
の
一
九
九
四
年
卒
業

で
、
私
の
出
身
地
の
徳
島
県
で
二
人

合
わ
せ
計
十
年
間
（
私
六
年
、
妻
四

年
）
勤
務
後
、
妻
の
出
身
県
で
あ
る

島
根
県
へ
来
ま
し
た
。

赴
任
前
に
島
根
県
の
上
司
に
「
海

が
い
い
か
、
山
が
い
い
か
？
」
と
質

問
さ
れ
、
徳
島
で
は
山
の
中
の
診
療

所
経
験
を
し
た
の
で
、
即
座
に
「
海

が
い
い
で
す
」
と
返
答
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
合
う

「
つ
ら
い
だ
ろ
う
け
ど
一
年
が
ん

ば
っ
て
き
て
く
れ
」
と
い
わ
れ
、
ど

う
な
る
こ
と
か
と
思
い
な
が
ら
海
を

渡
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
肌
に

合
っ
た
の
か
、
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸

（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
が
海
の
生
活
を
求
め
て

い
た
の
か
、
け
っ
こ
う
楽
し
く
過
ご

し
て
い
ま
す
。

隠
岐
の
島
は
大
き
く
島
前
（
ど
う

ぜ
ん
）
、
島
後
（
ど
う
ご
）
の
二
つ

に
分
か
れ
ま
す
。島
前
は
西
ノ
島（
西

ノ
島
町
三
千
六
百
六
人
）
、
中
ノ
島

（
海
士
町
二
千
五
百
三
十
六
人
）
、

知
夫
里
島（
知
夫
村
七
百
四
十
一
人
）

の
三
島
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

居
る
の
が
仕
事

島
前
は
対
馬
暖
流
に
洗
わ
れ
る
西

海
岸
に
高
さ
二
〇
〇
"
三
〇
〇
)
ク

ラ
ス
の
断
崖
（
だ
ん
が
い
）
絶
壁
が

続
き
、
西
ノ
島
の
国
賀
、
知
夫
里
島

の
赤
壁
な
ど
は
、
西
日
本
有
数
の
海

岸
景
観
で
す
。
ま
た
海
士
に
は
後
鳥

羽
上
皇
、西
ノ
島
に
は
後
醍
醐
天
皇
、

文
覚
上
人
の
遺
跡
や
伝
説
が
残
る

「
太
平
記
」
の
島
で
す
。

離
島
と
い
う
特
殊
性
も
あ
り
、
日

常
診
療
に
お
い
て
は
ま
さ
に
総
合
医

と
し
て
す
べ
て
の
病
気
に
と
り
あ
え

ず
対
応
す
る
能
力
を
要
求
さ
れ
ま

す
。例

え
ば
、
産
婦
人
科
は
外
来
診
察

の
み
で
分
娩
（
ぶ
ん
べ
ん
）
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
予
定
外
に
早
く
産

ま
れ
て
し
ま
い
、
慌
て
る
こ
と
も
何

度
か
あ
り
ま
し
た
。
一
度
は
、
出
産

は
無
事
終
わ
り
ま
し
た
が
、
赤
ん
坊

が
未
熟
児
で
、
元
気
が
無
く
、
緊
急

に
搬
送
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
運
悪
く
そ
の
年
一
番

の
大
荒
れ
の
日
で
、
フ
ェ
リ
ー
は
も

ち
ろ
ん
欠
航
。
緊
急
要
請
し
た
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
も
飛
べ
ず
、
八
)
の
波
の

中
を
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
で
人
工

呼
吸
を
し
な
が
ら
、
四
時
間
か
け
て

本
土
の
大
学
病
院
ま
で
運
び
ま
し

た
。大

し
け
の
中
、
海
上
保
安
庁
に
お

世
話
に
な
っ
た
た
め
、
海
保
か
ら
と

っ
て
「
カ
ホ
」
ち
ゃ
ん
と
名
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
三
カ
月
か
か
り
ま
し
た

が
無
事
退
院
し
、
今
は
元
気
に
保
育

園
に
通
っ
て
い
ま
す
。

休
み
の
日
に
は
ヨ
ッ
ト
に
乗
っ
た

り
、
魚
釣
り
を
し
た
り
、
近
所
の
人

か
ら
海
の
幸
、
手
作
り
の
自
慢
料
理

を
頂
い
た
り
し
ま
す
。
離
島
の
医
師

は
「
居
る
の
が
仕
事
」
の
よ
う
な
と

こ
ろ
も
あ
り
、
家
族
と
と
も
に
ゆ
っ

た
り
と
時
間
を
過
ご
し
な
が
ら
、
緊

急
事
態
に
は
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
も
う
少
し
離
島
生
活

を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
次
回
予
定
は
岩
手
県
）

緊
急
時
は
全
力
、生
活
は
満
喫

白石 吉彦 １５期生、１９９２年卒

島根県隠岐広域連合立隠岐島前病院
【私の勤務地】隠岐広域連合立隠岐島前病院は%

床。一般病床が#、療養型病床$。内科、外科、小
児科を標榜（ひょうぼう）し、常勤医は私を含めて
６名。加えて耳鼻科、眼科、精神科、産婦人科、整
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西ノ島の北西部にあたる国賀海岸。荒々しい絶壁の上には、緑に
覆われたなだらかな牧畑が広がる

那
須
塩
原
市
生
ま
れ
。
宇
都
宮
女
子
高

か
ら
立
命
館
大
に
在
学
中
の
一
九
六
九

年
、鉄
道
自
殺
し
た
。二
十
歳
の
誕
生
日
か

ら
自
殺
ま
で
の
日
記
が
、死
後「
二
十
歳
の

原
点
」
と
し
て
出
版
さ
れ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
。そ
こ
に
は
、生
き
る
意
味
を
問
い
、
孤

独
に
震
え
る
魂
の
叫
び
が
つ
づ
ら
れ
て
い

た
。今
年
の
警
察
庁
発
表
で
も
、年
間
自
殺

者
は
三
万
人
を
超
え
た
。
そ
の
一
人
一
人

も
叫
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
。
（
志
）

成
長
ホ
ル
モ
ン
は
大
人
で
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
不
足
す
る
と
内
臓
脂
肪
の

増
加
や
体
力
、
気
力
の
低
下
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
に
悩
む

こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
成
人

成
長
ホ
ル
モ
ン
分
泌
不
全
症

（
成
人
Ｇ
Ｈ
Ｄ
）
の
治
療
に
は

対
症
療
法
し
か
な
か
っ
た
が
、

日
本
で
も
よ
う
や
く
、
重
症
患

者
へ
の
遺
伝
子
組
み
換
え
ヒ
ト

成
長
ホ
ル
モ
ン
の
投
与
が
承
認

さ
れ
た
。

働
き
は
多
様
に

下
垂
体
が
分
泌
す
る
成
長
ホ

ル
モ
ン
は
、
小
児
期
に
骨
や
軟

骨
に
作
用
し
て
成
長
を
促
し
、

思
春
期
の
性
成

熟
に
も
重
要
な

働
き
を
す
る
。

実
際
、
分
泌
の

ピ
ー
ク
は
十
代

後
半
だ
が
、
成

人
以
降
も
量
は

減
り
な
が
ら
も

出
続
け
、
筋
肉

や
肝
臓
、腎
臓
、

リ
ン
パ
球
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
臓

器
や
組
織
に
働

き
、骨
や
筋
肉
、

脂
肪
な
ど
の
割

合
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
代
謝
、
血
中

脂
質
な
ど
の
維

持
や
体
温
調
節

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

不
足
す
る
と
、
疲
れ
や
す
さ

や
集
中
力
、
気
力
、
性
欲
の
低

下
、
さ
ら
に
う
つ
状
態
な
ど
の

自
覚
症
状
が
現
れ
、
生
活
に
支

障
を
来
す
。
ま
た
内
臓
脂
肪
の

増
加
や
骨
量
、
筋
肉
量
の
低
下

な
ど
も
起
き
、
下
垂
体
機
能
低

下
症
を
伴
う
と
心
筋
梗
塞
（
こ

う
そ
く
）
や
脳

梗
塞
で
死
亡
す

る
危
険
が
一
般

の
倍
に
な
る
と

の
報
告
も
あ

る
。原

因
不
明
の

特
発
性
の
ほ

か
、
下
垂
体
腺

腫
（
し
ゅ
）
な

ど
の
脳
腫
瘍

（
し
ゅ
よ
う
）

や
事
故
に
よ
る

外
傷
な
ど
で
起

き
る
。
正
確
な

患
者
数
は
分
か

っ
て
い
な
い

が
、
国
内
の
治
療
対
象
は
約
一

万
人
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

治
療
に
は
成
長
ホ
ル
モ
ン
の

補
充
が
効
果
的
。
小
児
Ｇ
Ｈ
Ｄ

で
は
日
本
で
も
一
九
八
九
年
以

降
、順
次
、適
応
が
拡
大
さ
れ
て

い
る
。明

ら
か
な
効
果

成
人
Ｇ
Ｈ
Ｄ
で
は
欧
米
で
九

○
年
代
半
ば
に
承
認
さ
れ
、
既

に
六
十
カ
国
以
上
で
使
わ
れ
て

い
る
。
日
本
で
も
今
年
四
月
、

日
本
イ
ー
ラ
イ
リ
リ
ー
の
「
ヒ

ュ
ー
マ
ト
ロ
ー
プ
」（
商
品
名
）

の
使
用
が
承
認
さ
れ
た
。

成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
刺

激
す
る
薬
を
注
射
し
、
血
中
の

成
長
ホ
ル
モ
ン
の
増
加
具
合
を

調
べ
る
試
験
で
、
重
度
の
分
泌

不
全
と
診
断
さ
れ
た
人
が
治
療

対
象
。
毎
日
、
就
寝
前
に
自
己

注
射
す
る
。
専
用
注
射
器
は
針

が
細
く
、
簡
単
に
、
痛
み
も
少

な
く
使
え
る
。
投
与
量
は
一
週

間
に
体
重
一
&
当
た
り
○
・
○

二
一
(
'
で
開
始
。
効
果
を
見

て
最
大
四
倍
ま
で
増
や
す
。

国
内
の
臨
床
試
験
（
治
験
）

に
当
た
っ
た
神
戸
大
医
学
部
長

の
千
原
和
夫
教
授
は
「
ホ
ル
モ

ン
補
充
を
し
た
人
は
、
明
ら
か

に
筋
肉
や
骨
量
が
増
え
、
一
方

で
体
脂
肪
、
特
に
内
臓
脂
肪
が

減
る
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
減

り
、
活
力
が
上
昇
、
情
緒
が
改

善
し
た
と
の
デ
ー
タ
も
得
ら
れ

た
」
と
、
効
果
を
証
言
す
る
。

二
○
○
四
年
八
月
か
ら
治
験

に
参
加
、
今
も
治
療
を
続
け
る

三
十
八
歳
の
女
性
は
「
疲
れ
や

す
い
こ
と
が
一
番
大
変
。
仕
事

か
ら
帰
る
と
、
夕
食
を
食
べ
て

七
時
に
は
寝
て
し
ま
う
毎
日

で
、
一
日
が
短
く
、
何
の
楽
し

み
も
な
い
人
生
だ
っ
た
」
と
か

つ
て
の
自
分
を
振
り
返
る
。

暮
ら
し
に
活
力

治
療
開
始
か
ら
約
二
年
。
今

で
は
風
邪
で
寝
込
む
こ
と
も
な

く
な
り
「
毎
日
、
元
気
で
暮
ら

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
実
感
し

て
い
る
」
。
ポ
ッ
チ
ャ
リ
し
た

幼
児
体
形
で
、
妊
婦
に
間
違
え

ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う

が
、
食
欲
が
出
た
の
に
体
重
が

五
&
落
ち
た
と
い
う
。

成
人
Ｇ
Ｈ
Ｄ
治
療
に
必
要
な

ホ
ル
モ
ン
量
は
、
小
児
Ｇ
Ｈ
Ｄ

治
療
の
四
分
の
一
か
ら
五
分
の

一
で
す
む
。
こ
の
た
め
「
小
児

Ｇ
Ｈ
Ｄ
の
多
く
は
成
人
後
は
ホ

ル
モ
ン
補
充
は
必
要
な
い
だ
ろ

う
」（
千
原
教
授
）
と
い
う
。

と
は
い
え
成
人
後
も
補
充
が

必
要
な
小
児
Ｇ
Ｈ
Ｄ
患
者
は
い

る
。
日
本
小
児
内
分
泌
学
会
理

事
長
の
藤
枝
憲
二
旭
川
医
大
教

授
は
「
大
人
へ
の
使
用
は
長
年

願
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
機
に
、

小
児
医
療
か
ら
成
人
医
療
へ
の

移
行
が
う
ま
く
い
く
よ
う
、
継

続
し
た
治
療
体
制
の
整
備
が
必

要
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

成長ホルモン補充療法を受けた患者の腹部ＣＴ画像。投与前に
比べ、投与後は内臓脂肪が減少しているのが分かる（Bengtsson
BA,The Journal of Clinical Endocrinology & Metabolism 1993 ; 76 : 309
!317 Copyright 1993,The Endocrine Society）

大
人
へ
の
使
用
も
認
可
さ
れ
た
遺
伝
子
組
み

換
え
ヒ
ト
成
長
ホ
ル
モ
ン
「
ヒ
ュ
ー
マ
ト
ロ

ー
プ
」
の
専
用
注
射
器
（
日
本
イ
ー
ラ
イ
リ

リ
ー
提
供
）

島根県

成
長
ホ
ル
モ
ン

大
人
に
も
重
要

内臓脂肪が増加
体力、気力が低下

不不
足足
すす
るる
とと!

分
泌
不
全
症
注
射
で
補
充

２０"!!$年（平成１８年）$月"#日（土曜日）第３種郵便物認可


